
農機具情報

ご相談やお問い合わせは、
能 代 農 機 セ ン タ ー　５８－３９４９
二ツ井・藤里農機センター　７３－５０２２

KSX-31

お米の酸化を抑えて、
お米の美味しさを保ちます。

幅300×高さ625×奥行546㎜
KSX-15 収納量15㎏

45,800円（税込）

幅300×高さ890×奥行546㎜
KSX-31 収納量31㎏

49,300円（税込）

冷える米びつ
白米計量保冷庫

あ い さ い こ

○山うど栽培について
・�倒伏軽減のため、茎長８０～１００㎝で摘芯しましょう。
・�本葉１２～１５枚時（お盆頃）、頂部に花蕾ができた頃が摘
芯適期であるが、それ以前に倒伏する危険がある場合は
早めに摘芯しましょう。
〈排水対策について〉
・�うどは湿害に弱いため、排水不良の圃場では明渠を掘る
などの対策を図りましょう。

〈病害虫防除について〉
・�アブラムシ類、カミキリムシ、メイガの発生を確認し、
多発する場合には薬剤で防除しましょう。
　�スミチオン乳剤１，０００倍（アブラムシ、センノカミキ
リ、ウドノメイガ）
　カルホス粉剤６㎏／１０ａ（センノカミキリ）
　アドマイヤーフロアブル２，０００倍（アブラムシ類）
品種特性	 【摘芯時期の目安】
紫芽の白：花蕾形成が早い	 【７下旬～８中旬】
群 豊 白：わき芽の生育が旺盛	 【８上旬～中旬】
東武鯉玉：秋芽が発生しにくい	 【７下旬～８月中旬】
愛知坊主：風に揺すられると秋芽になる	 【８月上旬～中旬】

○みょうが栽培について
〈根茎腐敗病防除について〉
・�葉鞘や根茎が侵され、地上部は枯死する。多湿条件では
病斑部に薄い白色綿毛状のかびを生じます。
・�土壌病害で、７月上旬以降に高温・多雨条件が続くと多
発する可能性があります。
・�防除薬剤は、リドミル粒剤やユニフォーム粒剤は収穫３０

日前のため、８月に収穫するほ場では使用できません
が、９月以降収穫する場合でリドミル粒剤やユニフォー
ム粒剤を１回使用した場合のみ、使用できます。
・�薬剤使用量は、リドミル粒剤（２０㎏／１０ａ）又はユニ
フォーム粒剤（１８㎏／１０ａ）どちらかを散布して下さ
い。また、リドミル粒剤やユニフォーム粒剤が使用でき
ない場合には、ランマンフロアブル５００倍又はオラクル
顆粒水和剤２，０００倍を３ℓ／㎡（３，０００ℓ／１０ａ）使用し
て下さい。

山うど

みょうが

お問い合わせ先 ＪＡあきた白神　営農企画課　☎55‒0777 まで

今年も実践湛水管理！今年も実践湛水管理！
安全な秋田米を作るために

牡牛座（4・20〜5・20）　人気運が高まり、みんなから頻繁に声が掛かりそう。レジャーの誘いには気軽に応じて。趣味に励むのもグッド9
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